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3f　1 相分離反 応系を応用する植物講成素材の 分離 ・機能変換 システ ム

（三 重大 ・生物資源）○船岡正 光 ， 田中ゆ きこ ， 中西亜貴夫

【目的】植物体 をポス ト石油資 源 として 完全 活用 する ため には ， 細胞壁 中で 強 固な

IPN構造を形 成 して い る構成素材をそ の 特性を犠牲に する こ とな く完全分 離す る こ

と， さ らに構成素材， 中で も構成 リグ ＝ ン 質 を特性ある素材 へ と機 能変換する こ とが

重要で ある 。 我々 は上記 目的を達成する シ ス テ ム と して ， 濃酸お よびフ ェ ノ
ー

ル 誘専

体よ り講成され る相分離反応系が 非常に有効で ある こ とを冕出 した 。 本報告で は ， 相

分離系プ ロ セ ス の 特性， 植物素材の機能化 ・分離挙動， 誘導され た薪規 リグニ ン 素材
の 機能に つ い て報告す る。

9結 果 】 本 シ ス テ ム に お い て ， 天 然 リグ ニ ン は フ ェ ノ ー
ル 誘 導 体 相 に て 1，1−

diarylpropane　ungt よ り冫装る機能性 フ ェ ノ
ー

ル 系ポ リマ
ー

（リグノフ ェ ノ
ー

ル 誘 導体）に

変換され ，

一
方構成炭水化物 は濃酸相 にて加水分解 され ， 両者 は窒温 ， 約 10−60分の 相

分離系処理 に よ り完全分離 され る。 リグノ フ エ ノ
ー

ル 誘 導体 における フ ェ ノ
ー

ル 核置

換率は リグニ ン （b単位あた tl　a．6−0．9mo9で あ り， その 約 80％ は選択的に リグm ン 側鎖ベ

ン ジル 位に結合してい る。 リグノ ブ エ ノ ール 誘導体は 天然 リグ X ン の基本結合型をほ

とん ど保持 して お り， M脚 は3000−4    0 ， しか も130−160℃ に明確な融点 を示 す 。 フ ェ

ノー
ル 活性お よび分子 量は ， フ ＝ ノ

ー
ル 核の 隣接基効果 を利用する こ とに よ り任意に

制御可能で ある 。
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目的 】我々 の 研究室で は環境バ イオテ クノ ロ ジ ー
の

一
つ と して 、 ポ

リ リ ン酸合成酵素遺伝子を大腸菌に導入 し、 リン 鉱石 なみ に リン を

蓄積させ る こ とに成功 して い る。 細胞内の リ ン の ほ とん どは ポ リ リ

ン酸 と して 含まれ て い るの で 、
こ の 大量 にで きた ポ リ リ ン酸 を上手

く利用 で きない か と考えて い る 。 ポ リ リ ン 酸はA狸 合成 と共役で きる

だけの 自由エ ネル ギー がある こ とか らポ リリ ン 酸を利用 して生体エ

ネル ギ
ー を再生 す る系を確立する こ とを目的とした 。

結，果1 ポ リ リン 酸合成酵素は逆反応に よっ てADP か らATP を合成す

る能力が ある 。 そ こ で 他の ヌ ク レ オチ ドにつ い て も検討 した結果 、

GDP ，
　CDPs 　UDP 等の ヌ ク レ オチ ド2 リ ン 酸や デ オ キ シ ヌ ク レ オチ ド

2 リ ン 酸 もリン 酸化の 対象になる こ とが分 か っ た 。 現在さ らにA欝

か らADP を合成す るAMP −poly？ホ ス ホ トラ ン ス フ ェ ラ
ー ゼ に つ い て 精

製 を行い 解析中で あ る 。
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